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Ａ 研究目的 

わが国の平均寿命は 20 世紀後半に著しい

伸長を遂げ、2011年には、男性 79.44年、女

性 85.90年と、現在、世界有数の長寿国とし

て国際的に見てもトップクラスの水準を誇っ

ている。そして、「日本の将来推計人口（平成

24年 1月推計）」によれば、平均寿命は 2060

年には男性 84.19年、女性 90.93年（死亡中

位仮定）に達すると推計されており、今後も

長寿のフロントランナーとして走り続けるも

のと見込まれる。 

このような、世界にも類を見ない長寿化の

メカニズムと背景、また、これらが日本社会

に与える影響を的確に捉えるためには、死亡

データベースの構築とそれに基づいた人口学

的分析を中心としつつ、社会・経済面や医学・

生物学的視点などに基づく学際的アプローチ

が不可欠である。また、寿命に大きく影響を

与え、生存のクオリティの大きな要素である

健康に関してもあわせて分析を行う必要があ

る。しかしながら、長寿化の要因・影響に関
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し、人口学的分析を核としながら、関連分野
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じて、豊かな経験と知識を持つ健康な高齢者

の社会参加に基づいて経済の成長を目指す、

新たな「知識集積型長寿社会モデル」提示の

ために必要な基礎的研究を蓄積する。 

この目的のため、本研究プロジェクトでは、

所内担当者・所外委員の他に、厚生労働省本

省等の職員、生命保険・損害保険のアクチュ

アリーなどに外部協力者という形での研究会

への参加を依頼し、幅広い観点からの討論を

可能にするとともに、わが国の新たな死亡研

究ネットワークの構築を目指している。 

このように、本研究は、わが国の長寿・健

康に関するこれまでにない総合的な知見の集

積をもたらすと同時に、各方面の施策立案へ

の応用にも資するものである。 

 

Ｂ 研究方法 

本事業では以下の３つのパートに分けて研

究が進められる。 

 

① データベース(JMD)構築 

・データベース企画(H23) 

・データベース開発(H23～H25) 

・データベース公開準備・公開(H25) 

 

② 人口学的分析 

・長寿化に関する人口学的分析(H23～H24) 

・健康生命表分析・健康状態変化のモデリ 

ング(H23～H25) 

・高齢者人口推計の感度分析など死亡が人 

口変動に及ぼす影響評価分析(H24～H25) 

 

③ 学際的アプローチ 

・ 医学・生物学的視点から見た長寿化分 

析(H23～H24) 

・ 社会・経済面からの長寿化・健康分析 

(H23～H25) 

・ 長寿化が社会・経済に及ぼす影響 

(H24～H25) 

 

（ただし、年次は重点的に取り組む年次を示

したものであり、実際には全項目が並行的に

行われる。） 

 

Ｃ 研究実施状況 

 Ｂで述べた３つのパート毎に初年度及び２

年度の実施状況を述べると以下の通りである。 

 

① データベース(JMD)構築 

初年度においては、データベースの企画及

び全国ベースの生命表データベース開発、さ

らに HMDとの比較・検討を行った。また、死

因別データベース構築に関する基礎概念整理

の観点から、厚生労働省統計情報部斎藤重正

課長補佐による「国際的な死亡統計に用いる

死因分類の考え方について」との講演・討論

を行った。 

 二年度は、初年度で得られた知見を元に

JMDの構築を進め、10月に研究所ホームペー

ジ上にデータベースを公開した。 

 

② 人口学的分析 

初年度においては、長寿化に関する人口学

的分析、及び健康状態人口モデルに関する分

析として、患者調査を二次利用申請し、この

個票分析に基づいて、人口高齢化と健康構造

の変化に関するシミュレーション分析を行っ

た。 
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初年度においては、長寿化に関する人口学

的分析、及び健康状態人口モデルに関する分

析として、患者調査を二次利用申請し、この

個票分析に基づいて、人口高齢化と健康構造

の変化に関するシミュレーション分析を行っ

た。 

 

二年度においては、引き続き高齢者の健康

構造と健康寿命について研究を進めた。また、

厚労省統計情報部からの協力依頼に応じて、

生命表を作成する際の高年齢における死亡率

推定について意見交換を行った。 

 

③ 学際的アプローチ 

初年度においては、医学的視点から見た長

寿化に関連し、所外委員・鈴木隆雄所長に、

生物学的視点から見た長寿化に関連し、総合

研究大学院大学・長谷川眞理子教授に講演頂

き、討論を行った。また、年金アクチュアリ

ーから見た死亡率について外部協力者の三菱

ＵＦＪ信託銀行株式会社年金コンサルティン

グ部・中込信之調査役に講演頂き、討論を行

った。 

二年度は初年度に引き続き、生命表の作

成・推計方法や長寿化が社会・経済に与える

影響等をテーマとして研究会を開催した。公

的生命表の作成方法および検討課題について

外部協力者の厚生労働省大臣官房統計情報部

人口動態・保健社会統計課・齋藤重正課長補

佐からご報告頂いた。外部協力者のみずほ総

研年金コンサルティング部・井川孝之主席コ

ンサルタントから Lee-Carter 法による死亡

率推定と誤差についてご報告頂くとともに、

第一生命保険株式会社主計部数理課・西村泰

介課長、日本生命保険相互会社商品開発部数

理課・篠原拓也課長からは日本アクチュアリ

ー会における生保標準生命表についての説明

並びに死亡率推定法についてご報告頂き、討

論を行った。また、Lee-Carter法による死亡

率推定の評価について、東北大学大学院経済

学研究科・千木良弘朗准教授、日本大学経済

学部・山本拓教授からご報告頂き討論を行っ

た。さらに、日本医科大学医学部・長谷川敏

彦教授から、日本から発信する新概念「生存

転換」（Survival Transition）についてご報

告頂き、討論を行った。 

これら研究会における討論に加え、日本人

口学会第 64 回大会において開催された企画

セッション「寿命・健康研究の複合的展開」

に、本研究プロジェクトの所内・所外委員・

外部協力者から座長・組織者・報告者など多

数が参加するなど、有機的な研究活動を展開

した。 

 

 なお、以上で述べたものも含め、初年度・

二年度に行った研究会は以下の通りである。 

 

[初年度] 

第１回（平成 23年６月１日） 

石井 太「わが国の長寿化の要因と社会・

経済に与える影響に関する人口学的研究プロ

ジェクトについて」 

鈴木 隆雄「我が国の超高齢化と健康問題」 

第２回（平成 23年６月１日） 

長谷川 眞理子（総合研究大学院大学教授） 

「進化生物学から見た動物の寿命」 

第３回（平成 23年 11月１日） 

齋藤 重正（厚生労働省大臣官房統計情報

部人口動態・保健統計課長補佐）「国際的な死

亡統計に用いる死因分類の考え方について」 

中込 信之（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

年金コンサルティング部調査役）「年金アク

チュアリーと死亡率･長寿リスクについて」 

 

[２年度] 

第１回（平成 24年７月３日） 

石井 太「日本版死亡データベースについ

て」 

齋藤 重正（厚生労働省大臣官房統計情報

部人口動態・保健社会統計課 課長補佐）「第

21回完全生命表について」 

第２回（平成 24年８月３日） 

井 川  孝 之 （ み ず ほ 総 合 研 究 所 ）

「Lee-Carter モデルの残差構造の解析とモ

デリング」 

西村 泰介（第一生命保険）「標準死亡率調

査部会における死亡率に関する調査・研究に
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ついて」 

篠原 拓也（日本生命保険）「死亡率等の推

定について～トレンドの反映を中心に～」 

第３回（平成 24年 12月 14日） 

千木良 弘朗（東北大学大学院経済学研究

科准教授）・山本 拓（日本大学経済学部教授）

「Lee-Carter 予測に関する時系列分析の理

論的視点からの評価と代替案」 

第４回（平成 25年 2月 27日） 

長谷川 敏彦（日本医科大学医学部教授）

「日本から発信する新概念「生存転換」

（Survival Transition） …「人口転換」

（ Demographic Transition）「疾病転換」

（Epidemiologic Transition）「健康転換」

（Health Transition）を超えて」 

   

Ｄ 研究発表 

 本プロジェクトにおける研究報告（上記）

以外に、本プロジェクト委員によってなされ

た（あるいは予定の）関連した研究発表とし

ては次のものがある。 

 

（１） 論文発表 

・別府志海(2012)「死亡力転換と長寿化の

ゆくえ」阿藤・佐藤編『世界の人口開発問題』

原書房，pp.175-205 

・河野稠果・佐藤龍三郎(2012)「世界人口

と都市化の見通し」阿藤・佐藤編『世界の人

口開発問題』原書房，pp.35-69 

・佐藤龍三郎(2012)「“人口減少時代”の意

味と医学・保健学への問いかけ」『医学のあゆ

み』 Vol.243, No.6, pp.545-550 

・高橋重郷(2012)「日本の人口問題と社会

保障政策の課題」『医薬ジャーナル』Vol.48, 

No.9, pp.83-88 

 

（２） 学会発表 

・石井太「日本版死亡データベース(JMD)

の開発と死亡分析への応用」，2012 年度統計

関連学会連合大会，北海道大学高等教育推進

機構(2012.9.10)  

・石井 太(2012)「死亡率曲線の自由な方

向への変化を表現する数理モデルとわが国の

将来生命表への応用」,日本人口学会第 64回

大会,東京大学駒場キャンパス(2012.6.2) 
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